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論文内容の要旨

本論文は、2004年の WTOへの加盟後、急速に変貌を遂げる中国の小売業に注目し、

第二級都市(大連)における消費者向けのアンケート調査データを用いて、中国消費

者による小売腐舗の選択行動に関する 3つの重要な課題について実証研究を行って

いる。第 1に、消費者が食料品を購入する際に、伝統的な小売業態主現代的な小売業

態のどちらを選択するかの決定要因に隠して実証分析を行っている。第21之、スーパ

一業掻内部の競争に注目し、消費者の multiplestore patronage行動と shareof wallet 

の決定要因ならびに、それらの関係に関して実証分析を行っている。第3に、外資系

小売企業と中国の圏内小売業者の関係に注目し、外資系小売企業にとっての『外国籍

であるととによる不利益CIiabilityofforeignness) Jのひとつである消費者が自陸企業

を支持しようとする意識 (perceivedimpor旬nceof supporiing dom回tlcre'凶ler)を概念化

し、それが消費者による外資系小売底餓の選択行動に与える影響および、外資系小売

企業がそうした不利益をどのような優位性によって緩和することができるかに関し

て実証分析を行っている。これらの3つの課題は、中国の食料品小売市場における 3

つの重要な競争関係を反映している.すなわち、 (J)現代的な小売業態と伝統的な小

売業態の競争関係、 (2)スーパー業態内部の競争関係、 (3)外資小売企業と自国小売企

業の競争関係である。

本論文は、 5つの章から構成されている。まず第1章において、本論文における問

題意識を述べると共に、研究課題、分析方法および論文の構成を要約している。

第2章では、 まず、開発途上国へのスーパーマーケットの浸透 (supermarket

diffusi9且}に関する既存研究のレビューを行い、それに基づいて、消費者による伝統

的な小売業態と現代的な小売業態との選択に関する規定要因の分析枠組と仮説を導

出している.特に、本論文では、庖舗選択の規定要因として、所得などの「社会経済

的な要因」、鮮度や品質などの f商品に関連した要因J、近接性や「底舗に関連した

要因Jに加えて、新たに、家庭での調理の頻度や買い物時間など消費者の『蘇買慣習

に関する要因Jを加えた点に特徴がある.次に、データと分析方法を説明した上で、

個々の規定要因の影響を分析している。さらに、それぞれの要因の相対的な重要性を

既存研究の方法で分析した上で、その方法の問題点を改善するために、独自の新たな

方法で分析を行うとともに、ロバストネスのチェックも行っている。そうして、分析

の主たる結巣として、消費者の「社会経済的な要因」は消費者のスーパーマーケット



の選択に小さな影響しか与えず、最も影響力のある要因は消費者の『購買慣習に関す

る要医Jであることが確認されている.

第3章では、スーパー業態内部の競争に注目し、 cost-benefitapproachにより、消費

者の multiplestore patronage行動と shareof walletの決定要因ならびに、それらの関係

に関して実WE分析を行っている。その結果として、 multiplestore patronageの決定要因

としては、『広告などの販売促進に対する重視度j、『所得」、『職業の状況」、 I買い物

頻度j、ならびにf交通手段Jが統計的に有意な要因であることが確認されている。ぞ

れに対して、ぬareofwalletの決定要因としては、 f利便性に対する重視度」、「所得J、

〔年齢、「家族人数』、ならびに「食料品への支出」が統計的に有意な要因であることが

確認されている。この結果をもとに、消費者による庭鋪選択行動の二つの側面である

multiple store pa仕onageとshareof waIIetの決定要因にはあまり共通性がないという ζ

とが示唆されている。

第4寧では、外資系小売業者と中国の圏内小売業者の関係に注目し、 ri持費者の自

民族中心主義 (consumer抽 noce凶 ism)のような消費者バイアスは、消費者が外資

系小売業者と自国小売業者との選択行動にどのような影響を与えているか、さらに外

資系小売業者が小売ミックスの競争優位性と CSR(企業の社会的責任)活動によって、

その不利益を緩和することができるかどうかに関して実証分析を行っている。分析の

結果、消費者バイアスは消費者が外資系小売業者を選択するととに対してマイナスの

統計的に有意な影響があるととが確認されている。そうしたマイナスの影響を緩和す

るためには、製品の品質と販売促進という経済的な要因が統計的に有意であるが、企

業の CSR活動は統計的に有意ではないことが確認されている.

最後に、第5章では、各章の分析結果をまとめ、そとから導かれる理論的および実

践的なインプリケーションおよび今後の研究課題を提示している.

論文審査の結果の要旨

本論文は急速に変化している中国の小売業に注目し、中国の消費者による庖舗選択行

動に関する 3つの課題に関して実証研究を行っている。すなわち、 (1)伝統的な小売業態

と現代的な小売業態との競争に注目し、開発途上国における supermarketdiffiぉiouの規定

要因とそれぞれの棺対的な重要性を実証分析しているo (2)スーパー業態内部の競争に注

目し、消費者の皿.ultiplestore patronage行動と shareof wa1letの規定要因を実証分祈して

いるo (3)外資系小売業者と中国の圏内小売業者との競争関係という側面で、外資系企業

の持つ『外国籍の不利益Oiabilityof foreigI!ll田s)Jのひとつである消費者の民族中心主義

(coDSumer e白血出回甘1sm)に注目し、消費者が自国企業を支持しようとする感情を表す

P1SD (perceived impo市 郎eof supporting dom田，ticre阻iler)という概念を提示した上で、それ

が外資系企業の選択に与えるマイナスの影響および、そのような不利益を緩和する要因

に関して実証分析している.

本論文の貢献は以下の3点にある.まず第1に、本論文はS叩ermarketdi白 sionに関す

る先行研究が指摘している主な規定要因以外に、消費者の購買慣習に関するいつかの要

因を取り組み、さらに、それらの棺対的重要性を明らかにした点である.第 2に、消費

者のm叫tiplestore p色岡田geの規定要因について、庖鋪属性に関する要因を初めてフレー

ムワークに取り込み、さらに、 multiplesω，repatronageとshareof walletの規定要因および

それらの関係を実証分析によって解明した点である.第 3に、従来の外国籍の不利益

{凶F)に関する既存研究は、主に「製造業者」や「製品jを対象としているが、本論文で

は小売企業に注目して、 LοFのひとつである PISDが消費者の庖舗選択行動に与える影

響、およびその影響を緩和する要因を明らかにした点である.それらは、中国小売業が

直面する重要な研究であり、それぞれに関して独自の貢献があると判断される。

さらに、本論文の内容の一部については、国際的な査読付き学術誌から論文、

M田 ay団組 Maruyama and Lihui Wu，“Q田 nti砂ingb田ri悶 impedingthe diffusion of 

田中間国rkets血 Cbi国Therole of shopping habits，" Joumal "Of Retailing and Consumer 

Servic，処 forth，ωmiug として出版予定である。

以上の理由から、審査委員は、本論文の著者が、博士{商学)の学位を授与されるに十

分な資質を持つものと判断する.
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